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研究成果の概要： 
博物館における IPM 体制維持のためのボランティアの導入、育成（直接参加型市民活動）プ

ログラム策定について、スタートすることができた。2 ヶ年で 9 回の市民参加研究会を開催しそ

の成果については、「市民協同型 IPM 活動研究会―発表の記録と資料」として 320 頁の報告書

を作成した。また一般公開収録 DVD により博物館ボランティア研修会等市民向けに活用し、博

物館危機管理としての IPM の普及をはかっている。 
  
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

２００８年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：博物館学 
科研費の分科・細目：－  
キーワード：博物館、文化財、危機管理、生物被害対策、IPM（総合的有害生物管理）、市民協

同型 IPM 活動、環境ボランティア、IPM ボランティア育成プログラムモデル 
 
 
１．研究開始当初の背景  しかしながら、実際に我が国の博物館美術

館では、IPM 活動を組織的に実施する施設は
多くなく、依然として代替薬剤による定期的
大規模燻蒸が実施される施設も多いのが実状
である。 

 近年、世界の博物館、美術館、図書館等で
は文化財、作品、図書、資料等の生物被害対
策として、これまでの化学薬剤使用から、日
常管理を基本とする IPM（総合的有害生物管
理）へと転換しつつある。我が国でも、文化
財の燻蒸剤の臭化メチルがオゾン層破壊物質
として使用全廃となったことを期に、薬剤だ
けに頼らない、モノ・ヒト・環境にやさしい
文化施設の運用が目指されるようになってき
ている。 

そこで、博物館においても、いかにして社

会的要請である環境に配慮した IPM 活動を

すすめるか、という問いに答えるために、市

民の意見や活動を直接的に取り組みながら、

共に答えを見つける方法を選んだ。 



２．研究の目的 
上記の背景により、博物館の危機管理の一

貫として、その生物被害対策に環境配慮の思

想から生まれた IPM を市民と共に実践する

システムを構築するための基盤をつくること。 
（１）市民への IPM 広報普及 
（２）市民による IPM 活動のスタート 
（３）市民参画の博物館危機管理 
 
３．研究の方法 
（１）市民参加型研究会の開催 
  ①平成 19 年度（5 回） 参加者延 320 名 
  ②平成 20 年度（４回）参加者延 340 名 
（２）市民ボランティア、NPO 法人による研

究成果報告書作成 
 
４．研究成果 

（１）市民への IPM 広報 
文化財保護活動への市民の直接参加は、極

めて時勢に適ったテーマであり、これまでも

博物館や美術館等多様な文化施設をステージ

としてボランティアや NPO 法人の活躍が展

開されている。そうした中で、市民への浸透

が比較的遅い IPM 活動を従来とはと違った

観点から取り組んだ。つまり、文化財の保存

管理というこの分野は、一般には学芸員や専

門家のみが携わってきていたが、市民による

直接参加も条件を整えることで可能となる。

本研究による研究会などへの延参加者数は

600 名を超え、大変熱心に活動に取り組む市

民の姿がそれを証明している。本テーマおよ

びその実践計画の社会的妥当性が確認できた。 
（２）市民参加の研究会開催 
モデル構築の一環として、9 回の「市民協

同型 IPM 研究会」と３回のワークショップを
開催した。研究会については、一般公開は各
年度 1 回とし、他７回は、基本的には九州国
立博物館ボランティアや地元 NPO 法人等既に
何らかの IPM 活動経験者に絞り、実践的なテ
ーマで実施した。19 年度研究会参加者の中か
ら、20 年度研究活動の実質的作業を進める市
民グループが形成される地盤が整い、着実に
計画を進めることが出来た。  
（３）研究会と市民 IPM 活動の成果 
研究会を重ねることで、博物館におけるIPM

体制維持のためのボランティア活動プログラ
ム作りのスタートができた。また、九州国立
博物館では、IPM 関連業務への地元 NPO 法人
の導入も順調にすすみ、直接参加型市民活動
としての IPM による博物館危機管理システム
の構築に向けての計画を着実に進めることが
できた。 

研究会の成果については、研究発表、事例
報告については、全記録を 320 頁の報告書と
して印刷刊行した。その他収録 DVD により、

引き続きボランティア研修会等市民向けに活
用、普及をはかっている。 
 
（４）研究発表・事例報告 
19 年度第 1回 
①IPM ウォッチングデータ集約結果 
②IPM ボランティアのマニュアル管理 
③IPM メンテナンス実験解析結果 
④土人形のクリーニング 
⑤熊本城天守閣における資料展示環境の整備 
⑥飛翔性昆虫類の防御力強化その１ 
⑦飛翔性昆虫類の防御力強化その２  
⑧九州国立博物館の IPM ハザードマップ そ
の1-ヒメマルカツオブシムシの出現とその
対応- 

19 年度第 2回 
⑨タバコビートルの生態と駆除 
⑩IPM メンテナンスの改善事例 その 1 
⑪博物館周辺で見られる文化財加害昆虫 
19 年度第 3回 
⑫九州国立博物館周辺の自然環境-ガラス壁
衝突鳥の調査から- 

⑬環境ボランティアの活動について 
⑭露出展示に於けるタケトラカミキリムシの
加害事例 

⑮山笠の虫 
19 年度第 4回 
⑯文化遺産の大害虫 シバンムシを巡る取り
組み 

⑰九博の IPM 事情 このごろ 
  （歴史資料文化財用燻蒸庫第１号機） 
19 年度第 5回 
⑱文化財保存事始メ 
⑲IPM 導入の背景と九州国立博物館  
 ー構想・設計段階や建設中のエピソードー 
⑳IPM 活動を振り返ってーインジケーターの
観察 

○21IPM 活動を振り返ってーIPM メンテナンス 
○22IPM 活動を振り返ってーIPM ウォッチング 
○23IPM 活動を振り返ってー温湿度管理ー 
○24IPM 活動を振り返ってーボランティア活動
報告 

20 年度第 1回 
○25九州国立博物館の IPM 体制の現状と課題 
20 年度第２回 
○26九州国立博物館の IPM 活動、5年間の歩み 
○27博物館、美術館、図書館の IPM、近年の動
向 

○28ある美術館の IPM プログラム 
○293 年間の活動を振り返って -IPM ウォッチ
ングを中心として- 

○30第 2 期ボランティアとしての活動に向けて 
○31IPM活動への支援 -収蔵庫メンテナンスと
実習補助- 

○32 IPM活動への支援 -収蔵庫メンテナンスと
実習補助- 

○33文化財保存と IPM、ミュージアムでの実践



と課題 
20 年度第３回 
○34博物館の危機管理としてのＩＰＭ その 1 
○35搬入に伴う収蔵庫内の生物採集状況 
○36収蔵庫高所清掃および二重壁内の塵埃・生
物生息調査 

○37搬入に伴って発生したダストの分類事例 
○38搬入資料の塵埃・虫糞・脱皮殻等の汚れの
詳細調査 

○39九博内捕獲昆虫同定の結果についての報告 
20 年度第３回 
○40博物館の危機管理としてのＩＰＭ その 2 
○41博物館の建設と IPM -作り手から見た九州
国立博物館収蔵庫- 

○42博物館の開館とIPM -PCOから見た九州国立
博物館- 

○43博物館と市民活動 -NPO と博物館- 
○44博物館と市民活動 -サポーターの在り方
と IPM- 

○45博物館と市民活動 -ボランティアから見
た IPM- 

 
①から○45まで、「市民協同型 IPM 活動に関する
研究会―発表の記録と資料」に全文収録。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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市民文化会館 

③ 本田光子、東昇、新原茂春、田中信子、川
越和四、森田レイ子、博物館における木質
系収蔵庫のメンテナンスその2―九州国立
博物館のIPM活動5―、文化財保存修復学会
第29回大会、2007年6月16日・6月17日、静
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⑤ 本田光子、三輪嘉六、九州国立博物館の 環
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国立博物館 
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伴う文化財害虫と付き合う ―九州国立

博物館IPM活動7―、文化財保存修復学会第

30回大会、2008年5月17日・5月18日、九州

国立博物館 

⑧ 本田光子、糸井茂、井上誠男、田中信子、
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IPM活動 8―、文化財保存修復学会第 30 回
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国立博物館 
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の木質系収蔵庫の例―、文化財保存修復学
会第 30 回大会、2008 年 5 月 17 日・5 月
18 日、九州国立博物館 
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